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街路事業

ふりがな せいぶてつどういけぶくろせん（ねりまたかのだいえき～おおいずみがくえんえきかん）れんぞくりったいこうさじぎょう

事業の名称 西武鉄道池袋線（練馬高野台駅～大泉学園駅間）連続立体交差事業

ふりがな とうきょうと

事業主体 東京都

ふりがな とうきょうと ねりまく

実施都市名 東京都 練馬区

事業概要
（400字以内）

事業名称 ： 西武鉄道池袋線（練馬高野台駅～大泉学園駅間）連続立体交差事業

事業箇所 ： 西武鉄道池袋線の石神井公園駅を含む練馬高野台駅～大泉学園駅間

事業延長 ： 西武鉄道池袋線約２．４ｋｍ（Ⅰ期区間：約１．２ｋｍ、Ⅱ期区間：約１．２ｋｍ）

構造形式 ： 高架方式

駅施設 ： 西武鉄道池袋線の石神井公園駅

側道 ： 延長約１．５ｋｍ、幅員６ｍ～１０ｍ

踏切解消 ： ９箇所

交差する都市計画道路 ： ３箇所

事業規模 ○事業費：約５００億円 ○事業期間：平成１９年度～平成２８年度

事業の目的

本事業は、西武鉄道池袋線の練馬高野台駅から大泉学園駅間約２．４ｋｍ区間の高架化により、９箇所の踏切を除却することで、

道路ネットワークの形成を促進し、交通渋滞や地域分断を解消するとともに、地域の活性化に資するものである。

事業効果
（効果一覧を参考に具体的な効果を記入）

・踏切待ちによる交通渋滞が解消され、人とモノの流れが安全でスムーズな交通が実現

・踏切事故がなくなり、道路と鉄道のそれぞれの安全性が向上

・鉄道により分断されていた街の一体化により、地域の発展に大きく寄与
・連立事業を契機とし、駅周辺再開発事業や駅前広場整備など、まちづくりが促進
・新たに生み出された高架下空間に、保育所や図書館資料受取窓口を設置し有効利用することで利便性が向上
・富士街道では最大約５００ｍ、都道４４４号線では最大約２２０ｍあった踏切による交通渋滞が解消
・踏切除却により、混雑時における自動車の平均走行速度が富士街道、都道４４４号線ともに約２倍へ向上
・地元の方々のうち、約９割が子どもやお年寄りの移動が安全になったと効果を実感

地元対応等

・地域住民との協働等
・事業反対等はあったか
・合意形成等を図ったか
・地域に配慮した点

・本事業は、Ⅰ期区間とⅡ期区間に分けて工事を進めた。Ⅰ期区間は地権者数が少なかったため、早期に事業用地が確保できた。このため

Ⅰ期区間はⅡ期区間に先行して高架化工事に着手することができ、Ⅰ期区間とⅡ期区間の境界部を仮設アプローチで接続することにより、

Ⅰ期区間にある踏切６箇所を先行して除却することで早期に事業効果を発現した。

・石神井公園駅の駅舎デザインについては、デザインアイデア画コンテストで入選した作品のコンセプトを取り入れ、オープンハウスで得られた
地元の方々の意見を踏まえて練馬区及び西武鉄道と調整を進めた。
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平成9年撮影

富士街道 都道444号線

高架化前撮影

石神井公園駅

高架化前撮影

一般部

平成15年9月撮影
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高架化後撮影

富士街道 都道444号線

高架化後撮影

石神井公園駅

高架化後撮影

一般部

平成24年5月撮影
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高架下利用（消防団施設） 関連側道

高架化後撮影

高架下利用（図書館受取窓口） 高架下利用（保育所）と関連側道

平成27年2月撮影平成29年5月撮影

平成29年5月撮影


